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和(輪)のまちだより 
発 行   ２０２１年（令和３年）１月１日 

発行責任者   第四地区住民自治協議会 会長 

印 刷   有限会社 長野プリントサービス 

✰第四地区は「諏訪町」「西後町」「県町」「南県町」「妻科」「新田町」の６町で構成されています✰ 

20２０.１２.01 現在 第四地区現況 （ ）前年比 
世帯数／2,475 戸（108.3％） 人口／2,7４８人（９９．１％） 

 

世帯数／令和２年度世帯数調査による 
人 口／長野市企画課統計資料による 

第四地区住⺠⾃治協議会 
会⻑ 横⽥ 悦⼆郎 新年のご挨拶 

 新年明けましておめでとうございます。 
 昨年は新型コロナウィルスが世界中を襲い、全ての人達に大きな弊害を与えまし
た。このウィルスは、人間生活を維持するために必要な様々なモノを攻撃しました
が、最もターゲットとして狙われたのは、地域住民や親子の関係に至るまで、私た
ちにとって大切な“人と人との繋がり”でした。そのため、私たちの活動の中心で
あった「人と人を繋ぐためのイベント」を中止せざるを得ませんでした。結果的に
みると、私達はウィルスの攻撃に負け続けてしまったことになりました。 
 しかし最近になりウィルスからの攻撃を防御できるワクチンが開発され、投与が
始まりました。今年から私たちもその恩恵に預かれるようになり、いよいよ負け続
けてきた戦いから勝利に向かう道が見え始めてきました。 
 今回のウィルスは私たちに“人と人との繋がり”の大切さを再認識させてくれま
した。今年は昨年度できなかった住民同士の“繋がり”を強くする目的の様々な活
動を行ないたいと考えています。 

本年も引き続き、宜しくお願い申し上げます。 

本年も地域住民の皆さまの 

お役に立てるよう 

精一杯頑張りますので 

ご理解とご協力を賜りますよう 

心よりお願い申し上げます 
 

第四地区住民自治協議会 
評議委員一同 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅」、「木造在来工法の平屋または２階建て住宅」、「個人

所有の一戸建て住宅」に該当する住宅にお住いの方は無料耐震診断を受けましょう。耐震が不足する

という診断結果が出たら、補助率５０％、上限１００万円の補助金を使って耐震化工事をしましょう。適

切な耐震化工事を施すと木造住宅でも、震度６弱までなら被害が出ないと言われています。 

【詳しいことのお問合せは➡長野市建築指導課 ℡２２４-６７５３】 

 

けがの防止や避難に支障のないように家具を配置し、家具やテレビ、パソコンなどを固定し、転倒・

落下・移動しないようにしましょう。転倒防止器具は数千円から販売していますので、未施工の家具等

は至急購入して対策をしましょう。適切に設置すると震度７までは転倒しないと言われています。 

 

77％減ります!!

１９９５年（平成７年）１月１７日に発生した阪神・淡路大震災では、６千人以上の方が命を落としました。こ

のうち、家屋や家具等の下敷きによって亡くなった方は、亡くなった方の７７％、約５千人にものぼりまし

た。地震に対する備えとして、令和２年１月号本紙などでも「避難経路を確認しておく」、「非常持ち出し品

を用意しておく」、「非常用食料品、飲料水を用意しておく」などをお示ししましたが、この多くは地震によ

って命を落とさないことが前提です。言い換えると、全ては命を守らなければできないことなのです。 

家を倒壊しにくくし、家屋や家具の下敷きにならないように対策するだけで、震度６～７の大地震が襲っ

ても死亡する確率が７７％も減り、その後の避難もスムーズにできるのです。 

たった２つの対策 「家屋の耐震化」、「家具類の転倒防止」を早急

に実施して、ご自身と大切なご家族の命を地震から守りましょう!! 

第四地区住民自治協議会は、本紙「和（輪）のまちだより」を通じて、皆さまのお役に立てる情報を発信し

続けますので、今後も『和（輪）の町だより』をご購読下さい。 

 

 

 

コ
ロ
ナ
渦
で
喘

い
で
い
る
時
に
、
な

ぜ
地
震
に
対
し
て

の
備
え
を
お
伝
え

す
る
の
か
の
答
え

は
、
予
測
が
不
可
能

で
、
「
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
程
度
の
も

の
が
発
生
す
る
か

全
く
わ
か
ら
な
い

最
た
る
災
害
が
『
地

震
』
だ
」
と
い
う
こ

と
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
コ
ロ
ナ
渦

に
、
大
地
震
が
発
生

し
た
ら
、
私
た
ち
の

生
活
は
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
る
こ

と
は
必
至
で
す
。 

で
す
か
ら
、
地
震

へ
の
備
え
は
、
コ
ロ

ナ
に
対
す
る
備
え

と
同
様
に
非
常
に

大
事
な
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
を
お
伝

え
し
た
く
、
こ
の
時

期
に
あ
え
て
掲
載

す
る
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
同

様
、
地
震
へ
の
備
え

の
重
要
性
を
ご
理

解
頂
き
、
参
考
に
し

て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
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本
紙
既
報
の
、
裾
花
川
河

川
敷
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
造
成
計
画
は
、
紆
余
曲
折
が

あ
っ
た
も
の
の
、
長
野
県
に
申

請
を
上
げ
、
１
１
月
１
０
日
、

無
事
に
認
可
が
下
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
春
先
か
ら
夏
に
か
け

て
、
膨
大
な
書
類
整
備
等
を
進

め
、
何
回
も
、
県
か
ら
書
類
訂

正
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
漸
く
許
可
が
下
り
ま
し
た
。 

 

申
請
や
説
明
の
た
め
に
何
回

と
な
く
関
係
各
所
を
駆
け
ず

り
回
っ
た
宮
崎
妻
科
区
長
、
安

芸
Ｍ
Ｇ
愛
好
会
会
長
の
並
々

な
ら
な
い
労
苦
に
対
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

気
候
が
良
く
な
る
今
春
か

ら
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

の
造
成
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
作
業
は
、
地
域
の
方

の
絶
大
な
る
ご
協
力
が
な
け

れ
ば
、
到
底
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
頂
き
な
が
ら
地
域
に
憩

い
の
場
を
造
り
ま
し
ょ
う
。 

 新型コロナウィルスの影響で、ほとんどの事業が中
止されている中、地区内の安全確保と環境保全のた
めに、安全部会と環境部会合同で去る１０月７日、パト
ロールを実施しました。 
 マレットゴルフコースの造成計画場所、地域の人の
コミュニティにもなりつつあるポタジェガーデン、裾
花川が氾濫する場所として仮定した長野保健福祉事
務所前等の視察をした後、南県町の県町通りのゴミ
集積場に向かいました。 
 なんと、そこには、右の写真の、プラゴミ用の袋に空
き缶、空き瓶、ペットボトル等入れてはならないゴミ
を無造作に入れた袋が２袋廃棄されていました。通り
がかりの人が捨てて行ったものでしょうが、あまりの
非常識さに部会員も唖然とするのみでした。ごみ処
理場に見学に行くと、プラゴミ袋の中身を一つずつ
選別し、プラゴミ以外のものをていねいに排除する
係員の姿を見ることができます。 

このような非常識なゴミ出しは、多くの人の手を煩
わせるばかりか、ゴミを出した人の心もすさんで行く
と思わざるを得ません。他人を思いやる気持ちを持
って、気持ち良く生活したいものです。 
  

安全・環境パトロール 
を実施しました 

上／パトロールをする部
会員 

 
左／心ない人が出した 
とみられるプラゴミ用袋 
 

ペットボトル 
 

空き缶 
 

空き瓶 

 

第
四
地
区
住
民
自
治
協

議
会
は
平
成
２
１
年
４
月
に

設
立
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
な
る

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と

に
、
こ
の
組
織
を
知
っ
て
い

る
と
い
う
方
は
、
多
く
見
て

も
２
０
％
に
届
き
ま
せ
ん
。 

 

世
の
中
が
移
り
変
わ
り
、

専
業
主
婦
、
３
世
代
家
族
、

子
ど
も
の
数
な
ど
が
激
減

し
、
昼
間
家
に
い
る
方
が
少

な
く
な
り
、
地
域
へ
の
愛
着

と
近
所
付
き
合
い
が
減
少
し

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

要
因
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

端
的
に
言
え
ば
、
地
域
と

の
繋
が
り
を
持
た
な
く
て
も

何
の
不
自
由
も
な
く
生
活
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
方
が
、

圧
倒
的
多
数
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、
本
紙
前
号
に
掲

載
し
た
裾
花
川
の
氾
濫
な

ど
、
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
が

発
生
し
た
時
な
ど
、
自
分
自

身
や
家
族
の
力
だ
け
で
は

（
自
助
）
ど
う
に
も
な
ら
な
い

事
態
も
起
こ
り
得
ま
す
。 

そ
ん
な
時
、
力
に
な
る
の

が
近
隣
の
方
同
士
の
助
け
合

い
（
共
助
）で
す
。 

 

日
頃
か
ら
の
お
付
き
合
い

が
あ
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時

に
、
力
に
な
っ
て
も
ら
え
る
、

或
い
は
力
に
な
る
こ
と
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
は
ず
で
す
。 

 

住
民
自
治
協
議
会
は
、

「
近
隣
の
方
々
の
繋

が
り
を
強
く
し
て
頂

く
橋
渡
し
」に
な
り
、
「
居

心
地
の
良
い
地
区
」
、
「
共
助

の
街
」
を
目
指
し
ま
す
。 

 

今
の
３
倍
近
い
人
口
を
抱

え
て
い
た
５
０
年
以
上
も
前

の
、
活
気
に
満
ち
溢
れ
、
多

く
の
人
が
行
き
交
っ
て
い
た

地
区
に
戻
す
こ
と
は
無
理
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
地
区

か
ら
羨
望
の
眼
差
し
で
見
ら

れ
る
、
住
み
た
い
地
域
、
憧

れ
の
地
域
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
第
四
地
区
住
民
自
治

協
議
会
は
活
動
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス 

感
染
さ
せ
な
い
！
感
染
し
な
い
！ 

 

昨
年
初
め
に
、
世
界
中
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓

延
し
始
め
、
日
本
で
も
、
長
野

県
、
長
野
市
で
も
数
多
く
の

感
染
者
の
発
生
が
続
い
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
や
確
か
な
治
療
薬
が

今
日
現
在
、
開
発
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
多
く
の
人
が
不

安
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

１
２
月
１
０
日
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者

数
は
全
国
で
約
１
７
万
人
、

亡
く
な
っ
た
方
は
、
約
２
千

５
百
人
、
長
野
県
で
は
、
感

染
者
が
９
百
人
弱
、
亡
く
な

っ
た
方
は
６
名
で
す
。 

あ
く
ま
で
も
確
率
の
上
で

す
が
、
第
四
地
区
全
住
民
２

千
数
百
人
中
、
た
っ
た
一
人

の
方
が
感
染
し
、
亡
く
な
る

方
は
約
３
３
万
人
（
長
野
市

の
人
口
と
ほ
ぼ
同
数
）
に
１

人
と
い
う
僅
か
な
も
の
な
の

で
す
。 

一
方
、
か
つ
て
か
ら
あ
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、
交
通

事
故
で
亡
く
な
る
方
は
、
毎 

年
、
全
国
で
３
千
人
を
超
え

て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

者
が
マ
ス
ク
を
し
て
飛
沫
を

飛
ば
し
て
い
る
１
ｍ
の
至
近

距
離
で
非
感
染
者
が
対
峙
し

た
場
面
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し

た
実
験
で
は
、
対
峙
し
た
人 

 

が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る

と
、
７
０
％
以
上
の
ウ
ィ
ル

ス
を
遮
断
し
た
と
い
う
実
験

結
果
も
あ
り
ま
す
。 

 

で
す
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
を
必
要
以
上
に
恐
れ
る

こ
と
な
く
、
適
切
な
予
防
措

置
（
マ
ス
ク
着
用
と
手
指
の

消
毒
、
３
密
回
避
）
を
採
っ
て

い
れ
ば
、
か
な
り
の
確
率
で

感
染
さ
せ
な
い
、
感
染
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

一
部
の
識
者
は
、
「
マ
ス
ク
は

ワ
ク
チ
ン
だ
」
と
も
言
っ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。 

 

百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪

が
世
界
的
に
大
流
行
し
た
際

も
、
日
本
人
は
「
マ
ス
ク
」
と

「
う
が
い
」
で
こ
れ
に
立
ち
向 

か
い
、
流
行
か
ら
２
年
を
経

て
、
多
く
の
人
に
自
然
に
免
疫

が
で
き
、
収
束
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

そ
の
時
代
に
比
べ
れ
ば
、
現

在
の
医
学
、
科
学
の
発
展
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。  

 

近
々
に
ワ
ク
チ
ン
、
特
効
薬

も
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
ま

で
の
間
、
マ
ス
ク
着
用
と
手
指

の
消
毒
、
３
密
回
避
で
し
の
ぐ

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

第
四
地
区
住
民
自
治
協
議

会
で
は
、
コ
ロ
ナ
渦
の
影
響
で
、

予
定
し
て
い
た
事
業
が
軒
並
み

中
止
さ
れ
、
予
算
に
多
少
の
余

裕
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
か

ら
身
を
守
り
、
感
染
し
な
い
、

さ
せ
な
い
た
め
に
第
四
地
区
の

全
世
帯
に
マ
ス
ク
１
０
枚
入
り

を
１
袋
ず
つ
お
配
り
し
、
皆
さ

ま
の
た
め
に
予
算
を
有
効
に
利

用
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

こ
の
マ
ス
ク
を
有
効
に
お
使

い
頂
い
て
、
コ
ロ
ナ
渦
が
去
る

の
を
じ
っ
と
待
ち
ま
し
ょ
う
。 

第四地区全てのお宅に 
マスクをお配りします 

 

 

 

 不織布３層構造の使い捨てマスク１０枚入り 

１袋を１２月中旬以降、準備ができ次第、地区

内の学生寮の寮生を含めて、全てのご家庭

にポスト投函等によってお配り致します。 
（既に配布済みの世帯もあります） 

  

マ
ス
ク
着
用
と
手
指

の
消
毒
、
３
密
回
避 

適切な予防措置 


